
（１）背景と目的 

２．景観計画 
に基づく取組み 

 
１．四万十川 
条例（※１）に基 
づく取組み 

 

３．重要文化的 
景観の取組み 

四万十川流域の保全と活用 

高知県環境共生課 
（主体）流域5市町（※２） 

高知県土木部都市計画課 
（主体）流域5市町（※２） 

高知県教育委員会文化財課 
（主体）流域5市町（※２） 

（※２）四万十市・中土佐町・檮原町・ 
   津野町・四万十町 

１．四万十川条例に基づく取組みついて 
◇平成１３年４月：四万十川条例施行（県条例） 
       ↓ 
◇平成１８年１０月：改正（重点地域（※３）における許可制度の導入） 
       ↓ 
◇平成２７年４月 ：流域５市町全てに許可の権限移譲 

【各法令の目的】：１～３ 
１．河川及び周辺の自然環境や生態系の保全のための行為制限。 
２．地域の豊かな景観の保全・活用に向けた規制・誘導を行う。 

３．棚田や里山等の人々の生活や風土に深く結びついた景観のうち、特に重
要なものの保存計画の策定・保護措置など。 

（※１）高知県四万十川の保全及び
流域の振興に関する基本条例 

（※３）回廊地区：河川から道路まで 保全活用地区：回廊地区から第一稜線まで 

＊近年、太陽光発電施設に関する 
申請が増加（四万十市・四万十町など） 

＊四万十市の案件において、市及び県と
申請者で下協議継続中 

【下協議内容】 
【１】浸水実績水位に対する安全な計画 
【２】排水対策、【３】希少動植物調査 
【４】関係機関等との合意形成【５】施設の遮蔽  

※大規模工作物の定義や【１】、【４】等について
条例及び技術基準に明記がないまま下協議継
続中。 

＊四万十市景観計画の一部変更 
（平成２７年１０月２３日施行） 

【変更内容】 
【１】届出対象に太陽光発電施設を明記。 
【２】太陽光発電施設の遮蔽を明記。 
【３】反射性のある素材の禁止 など 

※四万十川条例及び施行規則の許可基準に係る部分の改正を検討する必要性 

先行変更 

（２）条例及び施行規則の改正を検討するにあたって 

※平成２７年度 開催分【条例改正に向けた →平成２８年度 第１回【条例改正案の提示】 
他法令等の整理及び課題の整理・方針案】   平成２８年度 第２回【通常開催】 

※四万十市以外の４町においては、現状で大規
模な太陽光発電施設に関する景観規制なし。 
※四万十町では濁水問題等が発生。 
※今後も流域において増加が予想される。 

※固定価格買取制度の買取期間（２０年間）終
了後の跡地の問題 等。 

   大規模工作物等に係る四万十川条例許可基準の再検討① 

  ①四万十川条例及び施行規則における太陽光発電施設に係わる項目の抽出。 
    （条例：Ｐ２、施行規則：Ｐ３・４） 
  ②太陽光発電施設に係る申請・許可状況の整理（Ｐ５） 
    ③他法令等との整合性について整理。（Ｐ６～９） 

まずは・・・ 

  ①条例上の関連する行為・許可基準の抽出。（Ｐ２） 
         ↓ 
    施行規則上の関連する技術的細目等の抽出。（Ｐ３・４） 
 
  ②流域市町の景観計画、自然公園法【環境共生課所管】など（Ｐ６～９） 
    ※重要文化的景観は除く：公共事業対象の色合いが大のため比較対象外とする。 

（３）四万十川流域保全振興委員会の予定 

  【議題１】   

１ （Ｐ１０～Ｐ１１） 



 

 
 

 

①水量が豊かで、かつ、清流
が保たれていること。 

②天然の水生動植物が豊富に
生息し、生育していること。 

③河岸に天然林が連なり、良
好な景観が維持されているこ
と。 

④人工林が適正に管理され、
天然林とともに多様な森林が
形成されていること。 

⑤季節ごとの優れた景観を有
していること。 

⑥住民の安全かつ快適な生活
が保たれていること。 

⑦川が子どもの遊び場として
活用されていること。 

⑧川を生かした産業が活性化
し、持続的に発展しているこ
と。 

⑨住民の生活や生態系に負荷
のない地域間交流が活発に行
われていること。 

⑩情報通信網が整備され、そ
の活用が図られていること。 

①回廊地区 

 四万十川の生態系や景観を保全
することが特に重要な地区 

 

②保全・活用地区 

 回廊地区と一体的な生態系や景
観を保全し、森林や農地などの活
用と調和を図る地区 

 

③共生モデル地区 

 流域内で、優れた水質や景観が
維持され、人と自然が共生してい
る地区 

①鉱物掘採・土石採取 

②土地形状の変更（注1） 

③建築物・工作物の建築等（注2） 

④建築物の外観の模様替え 

⑤建築物・工作物の色彩の変更 

⑥天然林の伐採 

⑦針葉樹（スギ・ヒノ）の植樹 

①土地の現に有する災害の防止の機
能からみて、当該行為により当該土
地の周辺の地域において土砂の流出
又は崩壊その他の災害を発生させる
おそれがないこと。 

②当該行為をする土地の現に有する
水害の防止の機能からみて、当該行
為により当該機能に依存する地域に
おける水害を発生させるおそれがな
いこと。 

③当該行為をする土地の現に有する
水源のかん養の機能からみて、当該
行為により当該機能に依存する地域
における水の確保に著しい支障を及
ぼすおそれがないこと。 

④当該行為をする土地の現に有する
生態系及び景観の保全の機能からみ
て、当該行為により当該土地及びそ
の周辺の地域における生態系及び景
観を著しく悪化させるおそれがない
こと。 

将来像 
（条例第4条） 

重点地域 
（条例第11条） 

知事の許可行為 
（条例第13,14､16､47条） 

許可の基準 
（条例第13,14､16条） 

⑧看板・広告板等の設置 

⑨屋外において物品を集積又は貯蔵 

大規模工作物等に係る四万十川条例許可基準の再検討② 

（４）四万十川条例における太陽光発電施設に係わる項目の抽出 

凡例： 特に関係が深い項目 

雑則（違反行為） 
（条例第49,50､51条） 

①行為者に報告や資料の提出を求め
る。立入調査の実施。 

①中止命令や現状回復命令。 

①命令に従わない場合はその旨や行
為内容の公表。 

（※） 

（※）現状は、この条文により外水・内水対策について、 
下協議を進めている状況。 

（注1）盛土又は切土により規則で定める高さ
を超える土地の形状変更（盛土1.0ｍ、切土
2.0ｍ） 

（注2）建築物その他規則で定める工作物の新
築、増築、改築、移転又は撤去をすること。 

基本原則 
（条例第3条） 

①生態系及び景観の保
全上の支障が予防され
ること。 

 

②生態が相互につなが
り、生活、産業その他
の人の活動も自然の循
環の中で営まれている
ことが認識され、尊重
されること。 

 

③人の活動が自然に負
荷を与えていることを
考慮し、人と自然の共
生が図られること。 

 

④四万十川の保全及び
流域の振興に関し、地
域固有の特性を生かし
た取り組みが促進され
ること。 

 

⑤四万十川の保全及び
流域の振興に関し、合
理的な意思決定及び効
果的な行動の促進を図
るため、住民その他関
係者に必要な情報が提
供され、積極的な参加
が促進されること。 

 

【※①回廊地区の許可基準】 

 申請地以外では、目的を達成す
ることができないと認められること。 

２ 



大規模工作物等に係る四万十川条例許可基準の再検討③ 

（５）四万十川条例施行規則における太陽光発電施設に係わる項目の抽出① 

 ○  審査する項目 
 
     適用除外項目 

該当する
重点地域

回廊
保全
活用

回廊
保全
活用

回廊
保全
活用

回廊
保全
活用

回廊
保全
活用

回廊
保全
活用

回廊
保全
活用

回廊
保全
活用

回廊
保全
活用

回廊
保全
活用

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○

○ ○

建築物の外観の
模様替え

建築物・工作物の色
彩の変更

工作物の色彩

景観の保全
（２２項目）

工作物の高さ緑地の保全

土地形状変更

重要な
動植物の保全

建築物の色彩 間伐の計画

光害の抑制

外観の模様替え

看板等の設置

稜線の分断

騒音・振動の抑
制

重要な
動植物の保全

光害の抑制

し尿及び雑排水
の処理

騒音・振動の抑
制

重要な
動植物の保全

重要な
動植物の保全

生態系の保全
（７項目）

建築物の建築等

建築物・工作物の建築等

重要な
動植物の保全

重要な
動植物の保全

排水の計画

緩衝帯の配置

汚濁対策

鉱物掘削・
土石採取

屋外における
物品の集積
または貯蔵

排水の計画

光害の抑制

し尿及び雑排水
の処理

騒音・振動の抑
制

針葉樹（スギ・ヒノ
キ）の植樹

緩衝帯の配置

物品の
遮へい

重要な
動植物の保全

重要な
動植物の保全

伐採の限度
看板・広告板等

の色彩
稜線の分断

天然林の伐採

工作物の色彩

工作物の建築等

騒音・振動の抑
制

裸地の遮へい

切土及び
盛土の高さ

法面等の緑化等

稜線の分断

緑地の保全稜線の分断

汚濁対策

法面等の緑化

石垣の保全

付帯して行う行
為

付帯して
行う行為

跡地の処理

建築物の
形態と素材

付帯して
行う行為

付帯して
行う行為

付帯して
行う行為

付帯して
行う行為

建築物の色彩

建築物の高さ
建ぺい率

跡地の処理

緑地の保全

行為

凡例： 

特に関係が深い項目 

３ 

（工事中の沈砂池） 

（流水を阻害しない） 

（中木以上の樹木） 

（撤去時の景観配慮） 



• その他規則で定める工作物の選定（参考とした他法令） 

青字は、他法令を参考として許可の対象とした工作物 
赤字は、四万十川条例において独自に景観の保全の観点から許可の対象とした工作物 

大規模工作物等に係る四万十川条例許可基準の再検討④ 

（６）四万十川条例施行規則における太陽光発電施設に係わる項目の抽出② 

４ 



大規模工作物等に係る四万十川条例許可基準の再検討⑤ 

５ 

（７）太陽光発電施設に係る許可・申請状況の整理 

①回廊地区（※）における許可基準（施行規則より） 

（※）申請地以外では目的を達成することが出来ないとみとめられるものに限る。 
 
  ・四万十川の景観を眺望する観光施設の建築行為等を想定し、申請地（回廊地区内）が最適地であり、流域の振興に資するものである 
 と判断される場合は、別に定める生態系と景観への配慮を規定した許可の基準を満足すれば許可することが出来る旨を規定したものである。 

②太陽光発電施設の申請・許可状況 

・別紙のとおり：四万十市、四万十町 

③回廊地区における太陽光発電施設以外の申請・許可状況と行為地理由（例） 

・大部分が電柱の申請（行為地理由：民生の安定上必要、建て替えは老朽化対策） 
・一部看板の申請もあり（行為地理由：既設の建築物との一体とする必要がある） 
・残土処理：四万十市佐田で申請者・四万十市、県土木、県環境共生課で協議中（行為地理由：既設堤防の補強目的） 
 


